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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 6,930 0.2 161 △66.0 93 △74.2 17 △90.8

29年３月期第２四半期 6,915 △0.3 476 135.7 361 43.8 194 7.9
(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 △28百万円( ―％) 29年３月期第２四半期 △302百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 1.18 1.09

29年３月期第２四半期 14.63 13.04
　
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 18,657 9,077 39.0

29年３月期 19,171 7,143 28.0
(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 7,282百万円 29年３月期 5,364百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00

30年３月期 ― 0.00

30年３月期(予想) ― 6.00 6.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　
　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,900 1.0 500 △23.9 380 △46.0 200 △30.4 14.07
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 17,813,000株 29年３月期 15,127,400株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 917,675株 29年３月期 917,675株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 15,094,618株 29年３月期２Ｑ 13,301,420株
　
　

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き好調な企業収益や雇用環境を背景に緩やかな回復基

調が持続しております。世界経済におきましては、米国経済を中心に回復基調が見られましたが、経済や政策に関

する不確実性や地政学的リスクへの不安などにより不安定な状態が続いており、先行きには不透明感が広がってお

ります。

日本の温浴業界につきましては、エネルギーコストの低位安定に加え、「安・近・短」の手軽なレジャーとして

のニーズが底堅く推移する一方、人手不足を背景とした労働力の確保やニーズの多様化など厳しい経営環境が続い

ております。また、中国の温浴業界につきましては、中間所得層の増加によりレジャー施設の需要が増加する一

方、上海を中心に日本式サービスを謳う温浴施設が出店するなどすそ野の広がりをみせております。

このような状況の中、当社グループは、日本において既存店の修繕や備品交換、名古屋新店の開業準備、新規事

業開発などに取り組むとともに、中国においては直営店改装計画の推進、直営店及びフランチャイズ店の開業準備

や新規出店地策定などに取り組みました。

引き続き、お客様のニーズの変化をいち早く感じとり迅速に対応できる企業として、総合力を強く意識したうえ

で、より一層の安心・安全そして高品質なサービスを国内外で提供すべく取り組んでまいります。

　

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は6,930百万円（前年同期比0.2％増）、営業利益は161百万円

（前年同期比66.0％減）、経常利益は93百万円（前年同期比74.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は17

百万円（前年同期比90.8％減）となりました。

　

　 セグメントの業績を示すと次のとおりです。

　 ① 日本

当セグメントにおきましては、売上高5,304百万円（前年同期比0.7％増）、セグメント利益（営業利益）148百

万円（前年同期比51.1％減）となりました。

当社の業績は、お盆や年末年始の休暇等の家族や人が集まる機会や天候及び気温等に影響される傾向があり季節

的な変動があります。

　当第２四半期累計期間（４月～９月）については、週末の台風やゲリラ豪雨による影響はあったものの、平成28

年８月にリニューアルオープンした「RAKU SPA Cafe浜松」の業績が６ヶ月フルで売上高に寄与したことや、優待

券の配布枚数の適正化を図ることによりお客様単価を上げたことなどが影響し、前年同期に比べ売上高は増加しま

した。しかしながら、顧客満足度の向上を目的とした修繕・備品交換の実施に加え人件費、水道光熱費の上昇など

により前年同期に比べセグメント利益（営業利益）は減少しました。

　 ② 中国

当セグメントにおきましては、売上高1,637百万円（前年同期比2.9％減）、セグメント利益（営業利益）27百万

円（前年同期比89.8％減）となりました。

中国における業績も国内と同様に季節的要因による変動があり、第２四半期（４月～６月）は気温が上昇するた

め、比較的厳しい時期（閑散期）と言えます。

当第２四半期累計期間（１月～６月）の業績は、平成28年11月に中国武漢市にオープンした海外３号店「極楽湯

金銀潭（じんいんたん）温泉館」の業績が６ヶ月フルで売上高に寄与した一方、比較的多くの集客が期待出来る清

明節や労働節の気温が例年よりも高く、来店客数が減少したことなどが影響し、売上高及びセグメント利益（営業

利益）は減少しました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ513百万円減少し18,657百万円となり

ました。これは主に、借入金の返済等により現金及び預金が188百万円減少したことや、建物及び構築物が287百万

円減少したこと等によるものであります。
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次に、負債合計は、前連結会計年度末に比べ2,446百万円減少し9,580百万円となりました。これは主に、短期借

入金が800百万円、長期借入金が716百万円、前期に発生した修繕費用の支払いにより未払金が374百万円減少した

こと等によるものであります。

最後に、純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,933百万円増加し9,077百万円となりました。これは主に、第

三者割当増資による払込等により、資本金が1,006百万円、資本剰余金が1,006百万円増加したことによるものであ

ります。また、自己資本比率につきましては、39.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の業績予想につきましては、当初の計画通り推移しており、平成29年５月15日の決算短信で発表

しました業績予想に変更はありません。

なお、今後の業績は、エネルギーコストの変動や天候など様々な要因により大きく変動する可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,638,057 4,449,851

売掛金 245,485 164,789

未収入金 9,699 20,209

たな卸資産 73,707 68,893

繰延税金資産 55,739 36,576

その他 255,379 350,557

流動資産合計 5,278,069 5,090,878

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,933,152 9,645,765

工具、器具及び備品（純額） 759,441 726,147

土地 182,051 182,051

建設仮勘定 582,866 588,102

有形固定資産合計 11,457,511 11,142,066

無形固定資産 259,955 208,904

投資その他の資産

投資有価証券 29,825 29,570

長期貸付金 62,442 116,697

繰延税金資産 396,426 447,455

敷金及び保証金 898,237 899,026

その他 552,941 518,534

投資その他の資産合計 1,939,873 2,011,285

固定資産合計 13,657,340 13,362,256

繰延資産 235,983 204,447

資産合計 19,171,393 18,657,582
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 413,014 305,713

短期借入金 800,000 -

1年内償還予定の社債 49,000 49,000

1年内返済予定の長期借入金 1,556,580 1,488,380

未払金 883,155 508,273

未払法人税等 235,030 50,948

前受金 1,121,946 983,859

賞与引当金 31,540 70,441

その他 480,851 433,903

流動負債合計 5,571,119 3,890,519

固定負債

社債 129,500 105,000

長期借入金 5,375,850 4,727,160

退職給付に係る負債 117,445 109,093

資産除去債務 464,509 467,753

その他 369,105 281,019

固定負債合計 6,456,410 5,690,025

負債合計 12,027,530 9,580,544

純資産の部

株主資本

資本金 2,553,950 3,560,694

資本剰余金 2,514,730 3,521,474

利益剰余金 566,336 498,916

自己株式 △356,138 △356,138

株主資本合計 5,278,878 7,224,946

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △124 △262

為替換算調整勘定 85,594 57,481

その他の包括利益累計額合計 85,469 57,219

新株予約権 101,212 134,254

非支配株主持分 1,678,303 1,660,617

純資産合計 7,143,863 9,077,037

負債純資産合計 19,171,393 18,657,582
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 6,915,564 6,930,202

売上原価 5,868,245 6,143,428

売上総利益 1,047,318 786,773

販売費及び一般管理費 570,536 624,776

営業利益 476,782 161,997

営業外収益

受取利息 5,862 6,636

受取家賃 9,298 9,298

協賛金収入 23,537 29,259

その他 30,811 29,004

営業外収益合計 69,510 74,199

営業外費用

支払利息 52,933 44,045

為替差損 112,360 24,859

シンジケートローン手数料 1,000 31,000

開業費償却 11,085 27,513

その他 7,205 15,463

営業外費用合計 184,584 142,881

経常利益 361,708 93,314

特別利益

新株予約権戻入益 4,392 592

投資有価証券売却益 2,000 -

特別利益合計 6,392 592

特別損失

固定資産除却損 0 32,691

契約解約損 1,777 -

特別損失合計 1,777 32,691

税金等調整前四半期純利益 366,323 61,214

法人税、住民税及び事業税 124,214 71,383

法人税等調整額 △10,300 △39,239

法人税等合計 113,913 32,144

四半期純利益 252,409 29,070

非支配株主に帰属する四半期純利益 57,743 11,231

親会社株主に帰属する四半期純利益 194,665 17,838
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 252,409 29,070

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △65 △137

為替換算調整勘定 △554,645 △57,030

その他の包括利益合計 △554,710 △57,168

四半期包括利益 △302,300 △28,097

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △74,386 △10,411

非支配株主に係る四半期包括利益 △227,914 △17,686
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 366,323 61,214

減価償却費 505,104 565,736

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,310 △8,352

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,500 ―

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,678 38,327

受取利息及び受取配当金 △7,612 △8,226

新株予約権戻入益 △4,392 △592

支払利息及び社債利息 55,119 45,884

為替差損益（△は益） 112,360 24,859

固定資産除売却損益（△は益） 0 32,691

売上債権の増減額（△は増加） △41,100 △52,057

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,714 4,368

繰延資産の増減額（△は増加） △64,850 27,513

未払消費税等の増減額（△は減少） △77,589 △41,735

仕入債務の増減額（△は減少） △105,243 △103,877

建設協力金の賃料相殺 18,704 18,804

未払金の増減額（△は減少） △173,416 △156,112

その他 △107,190 △58,015

小計 502,420 390,432

利息及び配当金の受取額 3,028 5,915

利息の支払額 △53,134 △45,559

法人税等の支払額 △77,168 △261,578

営業活動によるキャッシュ・フロー 375,145 89,209

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △273,430 △32,696

有形固定資産の取得による支出 △1,137,140 △509,851

差入保証金の差入による支出 △158,341 △6,244

差入保証金の回収による収入 4,109 4,312

貸付けによる支出 ― △65,663

貸付金の回収による収入 14,114 19,863

建設協力金の回収による収入 5,775 5,775

その他 1,179 245

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,543,734 △584,260
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △600,000 △800,000

社債の償還による支出 △24,500 △24,500

長期借入れによる収入 1,650,000 70,000

長期借入金の返済による支出 △971,270 △786,890

割賦債務の返済による支出 △68,678 △77,702

株式の発行による収入 41,024 1,996,614

配当金の支払額 △76,208 △85,865

財務活動によるキャッシュ・フロー △49,633 291,656

現金及び現金同等物に係る換算差額 △84,956 △18,013

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,303,179 △221,407

現金及び現金同等物の期首残高 5,766,334 4,638,057

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,463,155 4,416,649

決算短信（宝印刷） 2017年11月14日 14時25分 11ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社極楽湯ホールディングス(2340) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

10

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成29年８月４日に第三者割当増資による払込を受けたことにより、資本金及び資本準備金がそれぞれ

955百万円増加しました。この結果、当第２四半期連結会計期間末において資本金が3,560百万円、資本剰余金が

3,521百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額（注） 合計

日本 中国 計

売上高

　外部顧客への売上高 5,230,068 1,685,496 6,915,564 ― 6,915,564

　セグメント間の内部売上高又は振替高 39,725 ― 39,725 △39,725 ―

計 5,269,793 1,685,496 6,955,289 △39,725 6,915,564

セグメント利益 303,797 266,866 570,663 △93,881 476,782

（注）１ セグメント利益の調整額△93,881千円は、セグメント間取引消去2,745千円、各報告セグメントに配分して
いない全社費用△96,626千円であり、当該全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり
ます。

　 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　 ３ 報告セグメント「中国」の連結子会社の決算日は12月31日であるため、当第２四半期連結累計期間には、

平成28年１月１日から平成28年６月30日までの業績が反映されております。

　

　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する事項

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額（注） 合計

日本 中国 計

売上高

　外部顧客への売上高 5,293,066 1,637,135 6,930,202 ― 6,930,202

　セグメント間の内部売上高又は振替高 11,863 ― 11,863 △11,863 ―

計 5,304,930 1,637,135 6,942,065 △11,863 6,930,202

セグメント利益 148,451 27,345 175,797 △13,800 161,997

（注）１ セグメント利益の調整額△13,800千円は、セグメント間取引消去81,371千円、各報告セグメントに配分し
ていない全社費用△95,171千円であり、当該全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ
ります。

　 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　 ３ 報告セグメント「中国」の連結子会社の決算日は12月31日であるため、当第２四半期連結累計期間には、

平成29年１月１日から平成29年６月30日までの業績が反映されております。

　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する事項

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

(海外直営５号店（中国江蘇省蘇州市）の出店並びに子会社設立について)

当社は、平成29年10月13日開催の取締役会において、海外直営５号店（中国江蘇省蘇州市）の出店及び当該店

舗の出店準備及び運営を行なう子会社を設立することについて決議いたしました。

　(１) 店舗概要（予定）

　 １．店 舗 名：未定

　 ２．所 在 地：中国江蘇省蘇州市

　 ３．出店形態：直営

　 ４．店舗面積：約11,000㎡（地上４階地下２階）

　 ５．開業予定：平成31年下期

　(２) 子会社概要（予定）

　 １．商 号：未定

　 ２．所 在 地：中国江蘇省蘇州市

　 ３．代 表 者：新川 隆丈

　 ４．事業内容：温浴施設の運営・管理

　 ５．設立時期：平成29年11月

　 ６．資 本 金：4,000万元（約6億8,400万円、１元＝約17.1円）

　 ７．出資比率：極楽湯（上海）沐浴股份有限公司（当社孫会社）より100％出資予定
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